
会社概要 （平成29年9月30日現在）

会社の情報
連結決算ハイライト

会 社 名 株式会社ゲームカード・ジョイコホールディングス
（Gamecard-Joyco Holdings, Inc.）

代 表 者 蒔田　穂高
所 在 地 〒110-0005

東京都台東区上野2丁目14番22号
さくらパークビル 

電 話 03-6803-0301（代表）
事業内容 プリペイドカードの発行及び販売、遊技機用プリペイドシステム機器

の企画・開発・販売・貸与及び保守等を行う子会社等の経営管理及び
それに付帯・関連する事業

資 本 金 55億円
従業員数 40名

グループ会社の概要

会 社 名 日本ゲームカード
株式会社

所 在 地 〒110-0005
東京都台東区上野
1丁目1番10号
オリックス上野1丁目ビル

電　　話 03-5812-7570（代表）
設　　立 平成元年8月25日
資 本 金 55億円
従業員数 129名

会 社 名 株式会社
ジョイコシステムズ

所 在 地 〒110-0005
東京都台東区上野
2丁目14番22号
さくらパークビル

電　　話 03-5817-1555（代表）
設　　立 平成13年3月13日
資 本 金 28億5,000万円
従業員数 22名

株式の情報
発行可能株式総数………………………………………………………… 50,000,000株
発行済株式の総数………………………………………………………… 14,263,000株
株主数…………………………………………………………………………… 11,060名

株式の状況（平成29年9月30日現在）

株主メモ
事業年度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定時株主総会 毎年6月
基準日
　定時株主総会
　の議決権

毎年3月31日

　期末配当 毎年3月31日
ただし中間配当を行うときは9月30日

株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

郵便物送付先 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
郵便番号　168-0063
電話　0120-782-031（フリーダイヤル）
取次事務は三井住友信託銀行株式会社の本店及び全国各支店で
行っております。

公告掲載方法 電子公告の方法により行います。
公告掲載URL
https://www.gamecard-joyco.co.jp/
なお、事故その他やむを得ない事由によって電子公告によること
ができない場合は、日本経済新聞に掲載して行うものとします。

単元株式数 100株
証券コード 6249
上場証券取引所 東京証券取引所

JASDAQ（スタンダード）

株主優待制度のご案内
当社では株主の皆様の日頃のご支援に感謝し、毎年3月31日現在の株主
名簿に記載された当社株式を100株（1単元）以上保有する株主様を対
象に、保有株式数及び保有期間に応じた優待品を贈呈する株主優待制度
を実施しております。
優待内容　　　 保有株式数及び保有期間に応じお好きな商品を1点お選

びいただくオリジナルカタログギフト（お申込み専用は
がき同封）を贈呈

贈呈時期　　　毎年6月下旬頃
お申込み期限　毎年8月31日

保有株式数/
保有期間

100株以上
500株未満

500株以上

2,000円
相当

1年未満

3,000円
相当

1年以上
3年未満

2,500円
相当

4,000円
相当

3年以上

3,000円
相当

5,000円
相当

※オリジナルカタログギフトに掲載される商品は毎年変わります。 
※保有株式数は、毎年3月末の権利確定時に株主名簿に記載されている情報により確定いたします。 
※保有期間は、平成24年3月末現在の株主名簿を計算の起算日とし、以降毎年1回、3月末現在

の株主名簿の記載（株主番号）により期間を確定いたします。保有する当社株式の全てを一
旦売却する等、株主名簿に記載されている「株主番号」が同一でなくなるといった記載の連
続性が途切れる場合は、保有期間が変わりますのでご注意ください。(日本ゲームカード(株)
上場期間中の株式保有期間は含みません。) 
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3月期
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3月期
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3月期

12,609

23,885

9,745

20,405 16,600
（予想）

8,557

売上高 営業利益
第2四半期（百万円） 通期

28年
3月期

29年
3月期

30年
3月期

441

△1,440

1,264
1,919

2,200
（予想）

1,931

第2四半期（百万円） 通期

28年
3月期

29年
3月期

30年
3月期

△2,117

234 27
791

1,400
（予想）
1,399

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益 一株当たり配当金

第2四半期（百万円） 通期

28年
3月期

29年
3月期

30年
3月期

60.0

30.0 30.0
35.0
（予想）

15.0

第2四半期（円） 通期

第            期
平成29年4月 1 日から
平成29年9月30日まで

証券コード
6249

株主通信
第2四半期7

『楽しさをカードに込めて！！つなげる∞広がる』 
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　株主の皆様におかれまして
は、ますますご清栄のことと
お慶び申し上げます。平素よ
り格別のご支援を賜り、厚く
御礼申し上げます。
　ここに第7期第2四半期（平
成29年4月1日〜平成29年9
月30日）の当社の事業概況や
その取り組み、成果等につい
てご報告申し上げます。

　当社グループの主な顧客先であるパチンコホールにおい
ては、参加ファン人口の減少及び低玉貸し営業の定着、な
らびに昨年からの一部遊技機撤去・入替等によりキャッシ
ュ・フローが圧迫されホール設備投資に対しては、やや消
極性が顕著になっております。この様な状況下において、
当社グループとしては収益性を重視し、加盟店舗を維持し
つつ、入替設備需要を中心に営業展開いたしました。
　また、当社グループで前期より取り組んでおります構造
改革の成果を最大限享受するため、「事業のスリム化」「財
務のスリム化」「業務のスリム化」を3つの柱として課題を
設定し「スリム経営」を徹底してまいりました。
　その結果、第2四半期におきましては、ほぼ前期並みの
売上総利益を確保することができました。また販管費にお
いても構造改革の効果により人件費・地代家賃が削減さ
れ、営業利益・親会社株主に帰属する四半期純利益はとも
に増益となりました。

　下期においては、改正規則の施行を控えて、なお一層の
買い控えが予測される中、引き続きまして経営のスリム化
の範囲拡大により効率化を促進し、次の3点を具体的な課
題として掲げ取り組むことにより、利益確保に努めてまいり
ます。

平成30年3月期
第2四半期

平成30年3月期
通期予想

売上高 8,557百万円
（前年同期比　12.2%減）

16,600百万円
（前期比　18.7%減）

売上総利益 4,112百万円
（前年同期比  　5.2%減）

7,300百万円
（前期比　11.5%減）

販管費 2,181百万円
（前年同期比　29.1%減）

5,100百万円
（前期比　19.4%減）

営業利益 1,931百万円
（前年同期比　52.7%増）

2,200百万円
（前期比　14.6%増）

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

1,399百万円
（前年同期比　76.8%増）

1,400百万円
（前期比　—）

一株当たり配当金 15.0円 20.0円
（年間　35.0円）

代表取締役社長
蒔田　穂高

第2四半期業績の状況

下期の取り組み

　来年2月に施行の改正規則を控えて依然市場の先行き不
透明感が継続すること、また改正規則に対応すべく研究開
発費が計画外で発生する可能性があるため現時点では通期
見通しを変更いたしません。

通期見通し

■連結決算ハイライト

ポイント
POINT1
商機到来時に積極的にチャレンジができる
企業体質強化への取り組み

POINT2
既存加盟店の維持を最重点として
よりホール経営に貢献するサービスの開発

POINT3
スリム経営により効率とスピードを重視した
組織体制の整備

POINT2
新体制による構造改革効果の最大化による
利益増加

トップメッセージ 連結財務諸表

資産合計
50,648

資産合計
49,223

前期末
平成29年3月31日現在

固定資産
10,633

流動資産
40,015

固定資産
10,148

流動資産
39,074

連結貸借対照表（単位：百万円）
●資産の部 ●負債の部

当第2四半期末
平成29年9月30日現在

負債純資産合計
50,648

負債純資産合計
49,223

前期末
平成29年3月31日現在

純資産
37,853

固定負債
4,862

流動負債
7,932

固定負債
4,206

純資産
38,814

流動負債
6,202

当第2四半期末
平成29年9月30日現在

売上総利益
4,340

経常利益
1,277

親会社株主に
帰属する

四半期純利益
791

前第2四半期
平成28年4月1日～平成28年9月30日まで

売上高
9,745

営業利益
1,264

連結損益計算書（単位：百万円）
当第2四半期

平成29年4月1日～平成29年9月30日まで

売上総利益
4,112

経常利益
1,927

親会社株主に
帰属する

四半期純利益
1,399

売上高
8,557

営業利益
1,931

連結キャッシュ・フロー計算書（単位：百万円）
当第2四半期

平成29年4月1日～平成29年9月30日まで

平成29年
4月1日現在

平成29年
9月30日現在

現金及び
現金同等物の
期首残高
17,476

財務活動による
キャッシュ・フロー
△533

現金及び
現金同等物に
係る換算差額

̶

現金及び
現金同等物の
四半期末残高
14,664営業活動による

キャッシュ・フロー
1,242

投資活動による
キャッシュ・フロー
△3,521

ポイント
POINT1
改正規則（※）に向けたパチンコホールの
設備投資消極化による売上減少

※ 風俗営業等の規則及び業務の適正化等に関する法律施行規則及び遊技機
の認定及び型式の検定等に関する規則の一部を改正する規則（平成30
年2月1日施行）
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